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＜要旨＞ 
芸術⽂化振興のために、国が⽂化への⽀援を⾏う際に 2 つの視点が必要とされる。1 つは国
が伝統⽂化に対して⾏う⽀援は、現代の⼤衆⽂化である漫画等から伝統⽂化である歌舞伎
や⽂楽まで幅広く公平に⾏われるべきだという視点である。もう 1 つは、漫画のような通
俗的な⽂化よりも、⾼尚で伝統的な芸術⽂化はより多くの⼈々に提供されるべきであるか
ら特定の伝統⽂化に対して⽀援を⾏うべきだという視点である。 
 1 つ⽬の視点で考えられる政策は、すべての伝統⽂化芸術を⽀援することとなり、現実的
ではないため政府は伝統⽂化に関して何も介⼊せず、経済的アプローチにより、芸術⽂化は
市場に任せるということである。しかし⼈々のニーズを市場で完璧に反映させることは不
可能だという問題点や、グローバリゼーションで⽂化の均質化が進み、⾼尚な伝統⽂化は⼤
衆⽂化に、地域の⽂化は圧倒的な資⾦⼒を背景とした⽀配的な⽂化飲み込まれ失われる可
能性があるという問題点がある。後者の問題点は、ミル(J.S.Mill)が説いたように考えると、
より良い芸術⽂化を知るには、多様な⽂化が存在する環境を維持することが必要であるの
で、芸術⽂化の存在を市場に委ねるだけでは不⼗分であり、適切な⽂化保護政策をとること
が必要だと主張できる。 
 2 つ⽬の視点で考えられる政策は、⾼踏的アプローチにより、政府がより優れた芸術⽂化
に対して公的⽀援を⾏うことである。しかし、政府が特定の伝統⽂化を⽀援することは、各
個⼈がそれぞれに⽬指すべき善き⽣のあり⽅を政府が提⽰することになり、リベラリズム
の核⼼的な理念である個⼈的⾃由の尊重に反する恐れがある。政府は善き⽣の構想に対し
て中⽴であるべきなので、その芸術の内容が優れているからという理由で特定の伝統⽂化
に対して⽀援を⾏うことがあってはならないと主張できる。 
 
⽇本における芸術⽂化政策について 
「⽂化芸術振基本法」で⽰す政府の基本的⽅針の⽂化政策は、政府が芸術⽂化に対する中⽴
性を保つことを前提としている。政府による政治的な検閲のかかった⽀援ではなく、政府は
お⾦を出すが、⽂化芸術の内容に関しては⼝を出さないと⾔った構造となっている。政府が
芸術⽂化の内容には踏み込まずに、多様な芸術⽂化へのアクセスを市⺠に提供するという
理由で、芸術⽂化の構造的側⾯・多様性を維持するために⽀援を⾏うのであれば、特定の⽣
き⽅を個⼈に押し付けることにはならないと考えることができる。これなら個⼈の選択や
⾃由と⾔ったものと相反しないので、公的⽀援を正当化できる。 
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＜感想＞ 
 この論⽂に基づいた⾃分の意⾒は 2 つある。1 つ⽬は経済的アプローチにより、⽂化伝統
を市場に任せるべきだということ。⼈々のニーズを市場の価格に完璧に反映することがで
きないが、特に後世に残すほどの価値もない⽂化を残す必要はないと考える。過去の⽇本に
ついて考えてみても、葛飾北斎や写楽といった⽂化を当時の政府は積極的に残そうとした
のではなく、それが欧⽶などでアジアの⽂化と認識されたことで価値が⾼まり、残された⽂
化であると考える。つまり⼈々が価値のあるものと判断した⽂化は国内外問わず、どこかで
残ると考える。当時の⼤衆芸術であった浮世絵などは、現代の⼤衆⽂化である漫画と同様の
位置付けであると考えると、100 年、200 年後に、漫画が今以上に⾼尚で価値のある⽂化に
昇華しているかもしれない。しかし現在の⽇本には多くの漫画があり、今と未来とで価値観
は異なるため、特定の⼤衆⽂化に補助⾦を与えることは現実的ではないと思える。さらに述
べれば、漫画の⽂化が、IT の発達により紙媒体の漫画⽂化はなくなることもあり得る。漫
画を残すのであれば、どういった形で残すのかという議論が必要となる。また政府が⽂化芸
術に補助⾦を払うことについて地⽅特有の⽂化の視点を⽤いると、⽀援するべき⽂化と、し
なくてよい⽂化の線引きが難しいと考える。 
 2 つ⽬はケースバイケースで政策を変えるべきだということ。海外の事例をもとに考える
と、フランスでは⾃国の映画産業を守るために、外国の映画の放映時間を規制するなどし
て、フランスの⽂化産業である映画を守る取り組みが国の政策によって⾏われている。⼀⽅
でインドネシアのバリ島の伝統的なケチャダンスは全て現地の⾔葉で⾏われているが、多
くの欧⽶の観光客に楽しまれ、価値のある⽂化として残され、消費されている。これらの違
いについて考えると、グローバリゼーションにより、国外の産業によって国内の映画産業
(伝統⽂化産業)が脅かされる可能性があるため、政府による伝統⽂化産業を保護する政策は
ある⽅が良いと考える。 
 ⽇本で例えると、漫画など国内で市場が整っている産業に関しては、経済アプローチによ
り、価値のある⽂化だけが必然的に残されると思う。しかし、漆器、陶器、染物といった伝
統⽂化産業の市場は脆弱であり、⼤量⽣産の波に飲まれて失われる可能性があるこれらの
伝統⽂化に対しては、⾼踏的アプローチにより補助⾦や外国製品の販売規制などで、保護す
る必要があると考える。 
 
 全体を踏まえて、私は、伝統⽂化を残さなければならないという考え⽅ではなく、伝統⽂
化はいつの⽇か失われるものであるという考え⽅を持つことが必要だと考える。美術館な
どで⼯芸品、伝統技術を展⽰する機会を増やすことで、多くの⼈々がこれまでの伝統や⽂化
に触れる機会も増える。そして、なぜ伝統的な技術や⽂化が失われるのか、また、その過程
について考えることも重要だと思う。 


